
マーラーの歌曲にみる

「絶え間なく続く発展jとしての音楽構造の生成

山本まり子

1 .序

1 .研究の目的

1899年の夏、グスタフ・マーラー(MAHLER，Gustav 1860・1911)は、

親友の女性ヴァイオリン奏者・バウアー=レヒナー(BAUER・LECHNER，

Natalie)~こ、歌曲について次のように語った。

f彼[作曲家のカーノレ・レーヴェ(LOEWE，Carl)1) ]ならば、僕のフモレ

スケを理解してくれるだろう D 後はこうした作曲形式の真の先駆者なの

だから。ただ、彼はまだその究極を正しく捉えていない。規模が大きく、

対象の最深部を包み込むような作品にはオーケストラが不可欠なのに、

彼はピアノで関に合わせてしまった。設は古くさい形式からも自由にな

れずに各詩節を反復している。しかし、僕はリートの内容に沿って絶え

間なく続く発展2)(ein ewiges Weiterlaufぬ)、すなわち通作(dasDurch・

komponieren)を音楽の真の原理と見極めているc僕の場合、詩節が替わっ

てもまるっきり反復していないのが君にもわかるね。それは、音楽には

永遠なる生成と永遠なる発展の法則があるからなんだ。一一世界が同じ

場所にあるのに、常に他の、永遠に変転する新しいものであるかのよう

にね。でも、もちろんこうした発展は進歩でなければならないc さもな

ければ何の意味もないよ!J (KILLIAN 1984:136) 

一般的に「通作jは、詩の各節に対して新しい異なった旋律が付けられ

る形式を指す。しかし、マーラーの言葉にある通作は、この一般的な概

念とニュアンスを異にする3)。すなわち、新しい旋律の呈示を続けるので

はなく、むしろ一度呈示した音楽素材を変化させていく手続きにより、「絶
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え関なく続く発展」を繰り返すのである。しかし、その発展性について一

様に語るのは不可能であり、「マーラーの歌曲はすべて変奏有節形式で書

かれているJという単純な説明は成立しなし、(OLTMANNS1988: 11) 0 筆

者はすでに諺士論文〈七井(山本) 1985)において、 43曲のマーラーの

歌曲を統ーした視点から総合的に分析した9 これは、対象曲を楽譜に射

してあらゆる角度から客観的に論述し、作曲家の信人様式を明らかにし

ようと試みたものである。本論では、この研究結果を拠り所とした上で、

音楽的諸要素のみに着眼点を限定し、それらが形作る構造的変化の内容

を分類する。それによって、作曲家自身が f絶え間なく続く発展j と表

現した、マーラーの歌曲における音楽構造の実態とその意味を明らかに

することを目的とする。

2.研究の対象

マーラーの作品の批判校訂版の楽譜は、国際マーラー協会の編纂によっ

て出版されている。歌曲の分野ではピアノ伴奏によるものがBandXill'こ、

また管弦楽伴奏によるものがBandXNに分類されているc 本論の対象は、

この全集で、扱われたマーラーの歌曲・全46曲4)とし、分析に使用した楽譜

を以下iこ記す(各楽譜に収められた曲集の一般的な邦訳と曲数を[]内に

付記する〉。

斑AHLER，Gustav 

正治冶tl記'che院 orke;Kritお'cheGesamtausgabe. Internationale Gustav Mahler 

Gesellschaft， Wien (ed.) 

Band xm fur Singstimme und Klavier. 

1. Lieder eines iahrenden Gesel1en. [ <(さすらう若人の歌))4畠]， 1982. 

Wien;FrankfurtfMain;London:J osef Weinberger. 
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2a. Lieder aus Des Knaben 阪znderhorn.[ま若き自の歌))5)第 2集の4歯，第 3

集の 5畠， 計 9由]， 1991.主主ainz:Schot土.

2b. Funfzehn Lieder， Humoresken und Balladen aus Des Knaben 

Wu刀derhorn. ミ子供の賓法の角笛))15曲]， 1993. Mainz:Universal Edition. 

3. Kindertotenlieder. [ (<亡き子をしのぶ歌)) 5曲J，1979. Frankfurt:C.F.Kahnt. 

4. Lieder nach Texten von Friedrich Ruckert. [まリュッケルトによる 5つの

歌)) 5曲J，1984. Frankfurt:C.F.Kahnt. 

5. Verschiedene Lieder [最初期の 3昌吉) <<若き司の歌》第 1集の 5歯，計8曲J， 

1990. Mainz:Schott. 

Band XN品rSingstimme und Orchester. 

1. Lieder eines fahrenden Gesellen. [在さすらう若入の歎))4曲J，

1982. Wien;FrankfurtlMain;London:Josef Weinberger. 

2. Des盈1aben腕 znderhorn.[ミ子供の賓法の角笹))14曲7)J ， 1998. 

Mainz: Universal Edition. 

3. J(j盈Indertl戸ゼtotenlie岳eder.て[(<主き子をしのぶ歌Jl 5畠))J， 1979. Fr路an誌1虫k訂fur抗t:氾C.F.

4. Lieder nach Texten von Friedrich Ri.註icker抗t. [まリュッケノレトによる 5つの

歌)) 4曲 8)J ， 1984. Frankfurt:C.F.Kahnt. 

3.分析の方法とシンボノレ

まず、これまでのマーラーの歌曲形式に関する分析的な先行研究の論

点を記述する。これは本論の目的・方法とそれらとの棺違点を明確にす

るためである。まずローマンは、先に述べたマーラーの言葉を引用し、

本論と共通した著脹点に基づいて形式分類を行っているが、その分析結

果は既成の形式概念に当てはめられている(ROMAN1974) 0 ヴィルによ

る歌曲と第 1"-'4交響曲の研究は、詳紹なテクスト分析からスタートし、
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原詩の改変の視点から音楽構造に言及したものである (VILL1979)。オ

ノレトマンスは、節の反復と発展という観点から歌曲の特徴をまとめ、交

響曲への影響を考察している(OLTMANNS1988) 0 シャーデンドルフ

は、《角笛交響曲群))(第 2'"'-'4番)と歌曲の根患には、 f音楽的なユーモ

アJが存在すると述べている (SCHADENDORF1995) 0 

これらの先行研究では、音楽構造の記述にあたって、従来のABC式

のシンボ、ルが使われている。しかし、その方法は、音楽の構造的発展性

とその形態を探る本論の呂的のためには不適当である。なぜなら、 AB

Cでは、どの機能構造の部分がしゅ=に変化するかを明示することができ

なし功=らである。そこで、本論では、ラルーと大宮(ラノレー;大宮 1988)

の提唱する分析のための機能シンボルを援用し、分析の結果を明瞭に記

述した。まず、各曲の構造形態(シェイプ)を、できるだけ簡略化した

モデ、ルとして表した。そして、主題(群)の、時間的経過に伴って生ず

る変化のプロセスを、 11のグループに分類した。構造上の区分は、ハー

モニー、メロディ一、リズム、サウンドの音楽的各視点から総合的に観

察した結果に基づく G 本論の分析と論述に使用した機能シンボルを、以

下の通りに規定する。

(1)主題機能のシンボル

0:主題の呈示部分における序奏部分G

p:主要主題部分。

T:経過機能部分。

S:副次主題部分。

K:終結機能部分。

PS:P主題の楽想から派生した主題で、副次的機能が認められる部分。

PK:P主題の楽想、から深生した主題で、終結機能が認められる部分。
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KT:経過的機能を持った終結部分。

(2)楽節機能のシンボノレ

0:序奏、前奏の部分。

E:主題の呈示部分。有節形式では、音楽上の節(楽節〉を指し、第 1

節をlE、第2節を2Eのように番号付けして示す。

D:展開部。 Eで呈示された楽想のうち、主として歌唱声部(主声部)

のメ Eディーとリズムを展開している部分。

N:主として歌唱声部〈主声部)に新材料が使用されている部分。

R:再現部。主要楽想〈群)の匝帰部分。

NK:後奏部分。

1:関奏部分c

(3) その勉

aムC，…i，n，k:フレーズを表す。 1 ま関奏、 nは挿入、 kは終結の

フレーズを表す。

一:前節にはあったフレーズが省略されていることを表す。

詞ーであることを表す。

スーパースクリプト:主題やフレーズの変化形、変奏を表す。

<:派生楽想、を表すむ

括弧:楽節内の機能部分の内容を表す。

1I.分析結果とシェイプ・モデルの分類

マーラーの歌曲では、原詩の規模に幅があるだけでなく、マーラーが

原詩を大きく改変したことにより、各曲のテクストの詩節数やまとまり

の程度、小節数にも非常に大きな差異が認められる。本論では、各曲の

講造上の変化のプロセスのみを大別して論述するため、曲の規模は示さ
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ない。対象曲の、ンェイフ0 ・モデルを、機能部分の変化のフ。ロセスに従っ

て分類した結果を{表 11に示すc なお、各分類グ、ループ内の曲願は、

作曲年月昌のJI債とする。

1 .構造的な変化と発展性の認められないもの lE= 2E 

このグループのシェイプは 楽節の単純な反復のみで構成されている

有節形式を指す。テクストの詩節が新しくなっても、すべての音は楽譜

に記載される(以下、本文では曲名をドイツ語と日本語で併記する)。

(1) M亙itanzim Grunen ((草原の 5月の蹄り))(次曲参照)

(2) Hans und. Grete ((ハンスとグレーテ》

この曲は、 1lゐitanzim Grunen ((草原の 5月の踊り》の改作である

ため、双方は同ーの構造と言えるb

2EPaで、ピアノによるモティーフの反復が加わり、テンポ表示が変更さ

れる以外、 2Eは1Eの単純な繰り返しである。

(3) Phan tasie ((ファンタジー》

前奏・関奏・後奏を伴い、 2Eは1Eを単純に繰り返すむ

(4) Starke Einbildungskraft ((たくましし、想像力》

基本的には2EはlEの繰り返しである o 2EPbで認められるわずかな変

化は、女の子と男の子の対話で構成されるテクストによるものである。

2.音楽構造的な変化、発展性が認められるもの

2. 1変奏有節形式 1E→ 2E... 

このグループのシェイプは、音楽的有節性は認められるが、楽節の進

行に伴って顕に変奏される。

(1) Um schlimme Kinder arti.云zumachen ((l.t¥たずらな子をしつける
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【妻美工】 て<.ーでラー- 0::>罵欠註主 ・歪主主 46 正也 OJ 三ノコ二一γτプ・ニE:~ノレとこ二をCりタヲト実質

対象歯の 曲名 全集 シェイプ・モデル

分類番号 (邦題{ま本文参照〉 (Bar対;Teilband) 

(1) Maitanz 摂 Grunen XlD ; 5 1E(Pa i PSa b k) 2王(Pai PSa b k) NK 

(2) Hans und Grete 溜;5 lE(Pa i PSa b k) 2王(Pai PSa b k) NK 

(3) Phantasie 溜;5 o lE(Pa b PS) 1 2E(Pa b PS) NK 

〈ヰ〉 Starke Einbildungskraft 濁;2a o lE(Pa b) 2王(Pab1)純〈

2. 1 (1) Um schlimme Kinder artig 溜 2a o lE(P陀)1 2E(Pl PS1)持〈

zu machen 

(2) Serenade 溜;5 o lECPa b c) 11 2E(Pa b1 c) 21 3E(Pa b2 c1)間〈

(3) Der Sch i 1 dwach吉 Nachtlied 題;2b /'!N 2 lE(Pa b εPSi a k) 2E(Pa b1 c1 PSi a k) 

3E(Pa b2 ln 2n c2 PSi a -) 

(4) マerlorneMuh' 溜;島 /'!N; 2 o 1E(Pa b c i PSa b) 11 2E(Pa b c1 i PSa -c) 21 

3王(Pab c i n PSa -c) NK 

(5) Das irdische Leben 溜;2b /'!N 2 lE(O P T S) 2E(-Pl T1 S1) 

3E(-p2τ2 S2) 4E(01戸ーー〉賂く

(6) Wenn dein Mutterlein 理 3/'!N 3 lE(O Pa b PSa b) 2E(0 Pa b PSa b1)阪

(7) Oft denk' ich. sie sind nur 題 3/'!N 3 o lECPa b c) 2E(Pa1 b c1
) 3王(Pa2b c2) 

ausgegangen 

(8) Blicke mir nicht in die Lieder 題 4/W 4 o 1王(Pab i c d) 2ξ(Pa1 b i c1 d1)限

(9) lch atmet' einen linden Duft 理 4/W 毒 o 1王(Pab) 2ξ(P亙1b1) NK 

(10) Um拘itternacht 理 4/'!N 4 o 1王(Pab c d) 11 2E(P-b1 c1 d1) 3E(Pa1 b2 c2 d2) 21 

4王(Pa2bヨ c3 d3) 31 5E(Pa3 ~ - - n) 

(11) Liebst du um Schδ的 eit 趨;4 o 1王(P)1 2王(Pl)淑

2.2.1(0 Urlicht 溜;島 /'!N 2 ξCPa b c) D R(P--c) 

(2) Rheinle慣れdchen 理 2b/'!N 2 o E(P 1 PS PK) 1Dくo2[)<P R(戸一一ー)NK 

(3) Es sungen drei Eng宕1ei問 n 題;2b o E(lP 2P<1P) lD<lP 2[)<10 30 
sus引缶詰nワ R(1pl 2Pり開く

(4) Lob dきshohen I!erちta吋 es 理;2b /刻;2 lE(O P) 2王(0P) lD<P 2[)<P 3O<2[) R(Ol P) NK 

(5) 村山 will die Sonn' so he11 昌ufgeh'n 溜 3/'IN 3 lE(O Pa b K) 2E(01 Pa1 b Kt) 0くO.Pa.pb 1 R(02 Pa2 b K2) 

2.2.2(1) Das himmlische Leb君n 溜 2b/'IN 2 互の Pab S) lD<Pb.S 2[)ピPa，Pb， PC 3O<1[) 

R(01 Pa1 b1 -)沌〈

(2) Des Antonius von Padua Fisc如何digt 濁 2b/'IN 2 o 1ξ(P PT S KT) 2王(p1n-s灯りlD<P2[)<3 

lRCPl -S KT2) 2RCp2 -ーー)

(3) Re'.'e 19告 題 2b/'!N 2 王(0lP 2P=lpl 1T 13 2T 2S=IS1 3T=2T1) 

1D<1P 2D<T 3D 4Dく30

R(O lP --ーーー一〉時〈
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2.2.30) Aus! Aus! 沼D; 2a E(P PS PK) lD<PS 1R(P) 2D 2R(PS阿)沖〈

A B A C A D A 

(2) Trost 照りngluck 溜;2b /'m ; 2 o lE(P S) 2王(ドー〉おくo2D<S 3D<P R(S P)淑

A s 高 C A B A 

(3) Lied des VerfoIglen 罰 Tur摂 溜 ;2b /'m 2 lE(P 1S) 2E(Pl 2S) D<P民(2SIS1 P)隙〈

A B A C D C B A 

2.3.1(1) Wenn mein Schatz ~わchzeit macht 沼 O ξ(Pa b c K)対(ab' c) R(P畠1b c K) 

(2) Ich ging mit Lust durむheinenョrunen 刃D; 2a lE( P PS K) 11 2E(P PS K) 21対31RくP時的怖く

Wald 

2.3.2(1) Erinnerung 溜 ;5/'m E(Pa b) N R(Pb a) 

(2) Selbstgefuhl 酒 ;2a E(Pa b c) N R(P--c) 

(3) Wer hat dies Liedlein erdacht?! 溜;2b /'m ; 2 G正(P)N R(P) 

(4) 140 die schonen Tromp号tenblasen 溜 ;2b /'m ; 2 E(O Pa i Sa b c PK) N R(Ol -Sa1 b c Pa1 i1 -n) NK 

く5) Nun seh' ich附 h1.嗣ru怨 sodunkle 溜 ;3/YN ; 3 E(O Pa b Sa b c d ) N(a b) R(01 Pa1 -Sal b1 c1 d1) 

F1ammen 

く6) lch bin der Welt abhanden gekom舵 n 沼 4/'m 4 E(O Pa b c) 11 N(aくob c d) 21 R(01 Pa1 -c1 n)刈〈

2.4.1(1) Scheiden und Meiden 濁;2a o E(P lPS 2PS PK)只(1PSlpl 2PS PK) 

(2) I聡 Lenz 溜 ;5/波 ECPa b PSa b) R(Pa b1 PSa1 b1) 

2.4.2(1) Winter1 ied 溜;5/沼 o lE(Pa b) 2正CPab1 n) 1D<Pa 2D<Pa.Pn NK<O，Pa 

(2) Ging heut'針。rgenuber's Feld 溜 EC1Pa b c i 2P:1P) 1 lD<1Pa1 1n) 200Pa2 2n)縄〈

(3) Ich hab' ein g!uhend' Mess号γ 潤 。王(PPSa b KT K) D(PSa1 a1 n KTl)期

(4) lu StraBburg auf der Schar沼' 溜 ;2a o lE(Pa b c) 2E(p1a -n c) 3E(p2a b c) 
lD(P3a b -) RO 2D(戸-b c)関〈

(5) Nicht Wi号d号rsehen 迦;2a o lE(Pa b PS) 2E(Pa b内)D(Pa1 b -) 

2.5 (1) Die zwei blauen Augen 溜 lE(Pa b K) 2E(Pa1 b主的 N(OP S<2EP) 

(2) Der Tambourg's♀11 調;お/'m; 2 o lE(PO) 2E(P1) 3ξ(P2 K) 1 N(1P 2P<lP) 

(3) ln di邸側 Wetter 酒 ;3/YN ; 3 o lE(Pa i b) 2E(Pa1 i1 -n) 11 
3E(Pa2 i2 b) 21 4E(Pa3 i3 b主)N(Pa b K) 

2.6 (1) Fruhlingsmorgen 溜 ;5/YN o E(Pa i PS K)怖く

(2) Ablosung im So鮒 er 溜 ;2昌 o E(Pa b c PS PK)刈〈
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ために》

歌唱声部はほとんどそのままの形で反復されるが、ピアノの伴奏型に

変化が加わる。

(2) Serenade ((セレナーデ》

単一主題の 3つの楽蔀から成る。 2E、3Eでは、 Paが全く変化しないの

に対し、 Pも以降のフレーズでは転調が起こる。

(3) Der Schildwache Nachtlied ま歩哨の夜の歌》

PとPSの主題を、男女がそれぞれ担当した対話であり、変奏を伴って

進む。 3Eはマーチ型伴奏の大規模なピアノ・セクションを含むc

(4)路orlorneMuhヲ《無駄な骨折り》

各楽節は、男女の対話の 2詩節から成る。 Pa~PSa は女性、 PSb 以降

は男性によって歌われる口すなわち、 PとPSの主題対比は、男女の歌い

手の交替によって生ずる対比とずれている。

(5) Das irdische Leben ((浮き世の生活》

子と母が、 PとSの主題をそれぞれ歌い、変奏によって会話が進行する。

ただし、 4EPはナレーションで、 T以蜂の主題が省略される。

(6)野も'nndein Mutterlein <<おまえのお母さんが》

2Eでは、間奏モティーフの削i謀、器楽声部が受け持つメロディー・モ

ティーフを、歌が重ねるといった変更がある。

(7) Oft denk' ich? sie sind nur ausgegangen ((子供たちはちょっと出

かけているだけだと、わたしはよく思う》

2E以降、 iとPCのフレーズが引き伸ばされ、器楽声部も変化する。

(8) Blicke mir nicht in die Lieder <<わたしの歌を覗き見しないで》

構造的には、 2EはlEの単純な反復であるが、伴奏の形態とメロディー

に変化が認められる G
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(9) Ich atmet' einen linden Duft ((わたしは快し、香りを吸い込んだ》

2Eは1Eの骨格を使っているが、各フレーズは変形してしまっている。

2Eでは、 1EPaの前半フレーズが省略される。また、 1EP誌の前半フレー

ズの中ほどに、転調を伴う新しいメロディーが挿入されているG

(10) Um Mitternacht ((真夜中に》

前曲毘様、有節の枠組みは保っているが、 2Eを除く各節の音楽は、冒

頭の"Um Mitternacht"のモティーフ以外は、次々と変形する。 5Eでは、

新フレーズによる社大なディメンションが続く G

(11) Liebst du um Schonheit ((美しさゆえに愛するのなら》

2Eにおいて、 Paの歌唱声部は1Eの反復だが、 Pbでは読性、リズム、

拍子に変化が起こる。

2.2ソナタのプロセス :E→ヨ →茸

2.2.1 E が単一主題(あるいは主要主題から派生した主題群〉で構成さ

れ、変化を伴って再現されるプロセス:E(P)→ D → Rl 

(1)臼1icht ((原光))9) 

廷では、 PaとPbのフレーズは省略され、 Dからいきなり Pdこ入るG

(2) Rheinlegendchen ((ラインの伝説》

Ef土、 PとPから派生した主題だけで構成されており、主題間の対照、性

は少ない。 P主題のみが変化しながら再現される。

(3) Es sungen drei Engel einen suβ'en Gesang (( 3人の天使が甘美

な歌を歌う》

Eで¥P主題は 2回呈示されるが、 2@J自のP(2P)は1回自のP(lP)の変

化形として現れる。それらはRでさらに変化する。

(4) Lob des hohen 玲orstandes((高い知性への賛美》
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2DはPのリズムを用いた展開部で、 3Dは2Dをさらに発展させたもの。

EOは器楽声部のみで演奏されるのに対し、 ROは歌を伴う。

(5) Nun will die Sonn' so hell aufgeh 'n れ、ま太陽はこんなに晴れや

かに昇る》

lE.2E・Rは、主旋律のりズムと声部の関係に相違が見られるものの、

構成内容は間ーであると晃なすことができる o Dでは、 P主題の下降モ

ティーフが器楽声部に現れ、歌唱声部はその対旋律を奏する。

2.2.2 Eが多主題で構成され、変化を伴って再現されるプロセス:

E(P，S)→ D → R1 

(1) Das himmlische Leben ((天上の生活》

Sの主題は、次に新しいディメンションが続くことを予告する役割があ

るむ まで、はPaとPbが大きく変形し、さらに拡大してし、く G

(2) Des Antonius von Padua Fischpreι{igt (<魚に説教するパドヴァの

聖アントニウス》

2E~こ、新しいフレーズが挿入(p1n) され、 Dは、このp1n と Sのモティー

フに基づいて形作られる。

(3) Revelge (<レヴェルゲ~>) (<(起床合密》または《死んだ鼓手>>) 

Rでは、 OとPの主題のみが再現される。 ROで、弦楽器が collegnoの

奏法を用いる。再現されないフレーズは、"Trallali，Trallaley"の語の反

復によって補われていると考えられる。

2.2.3ロンド・ソナタのプロセス叫 :E→ D →茸

上記のソナタのプロセスと基本講造法共通で、あるが、次の 3歯は、全

体をロンド形式の枠の中で提え直すことが可能である。いずれも、テク

ストが男女の対話から成っているO

(1) Aus! Aus! <<終わった!終わった!>> 
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テクストには男女が登場するが、歌は独りで歌われる。二人のせりふ

がリフレインとクプレに告り振られているわけではなく、 AとCが男、

BとDが女のせりふであるむ

(2) Trost il11 白19uck<<不幸なときの慰め》

1E と 2Eは男、 2Dから4D~ま女が歌う。器楽声部でS主題が再現され、一

人でP主題を歌って諦め括るという構成。ここでもリフレインとクプレ

は、男・女・器楽によるメロディーの欝り振りとずれている。

(3) Lied des路rfo.伊 enil11 Turl11 <<塔の中の囚人の歌》

Pを男、 18と28を女が歌う。女の 2つの楽想は、続けて回帰する。

2.3新素材を中心とした中間部を経て、 Eが再現されるプロセス:

E → N→ R 

2.3.1 E の素材が省略されず、かっ穎序も変わらずに再現されるプロ

セス :E→民→ R

(1) 耳切nl11ein Schatz Hochzeit macht <<彼女の婚礼の日は》

Eにおいて、フレーズごとに現れたメロディー・モティーフの反復がR

では起こらないo E.RとNが明瞭に対比されている。

(2) Ich ging mit Lust durch einen grunen跨'ald <<森の中を楽しく歩

いた》

1Eと2Eは同一であると晃なすことができるが、 Rにおいては、ピアノ

の伴奏型が変化するG

2.3.2 Eの素材が、省略や顕序の変更を伴って再現されるプロセス:

E → N →時

(1) Erinnerung<<思む 1出》

Nにおいても、由の冒頭から支配的な三連符による伴奏型が使われる。
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Rでは、 PaとPbのフレーズが逆転して再現されるため、全体としてはアー

チ型の構造ll)とも捉えることができるD

(2) Selbstge丘ihl((うぬぼれ》

Rでは、 PaとPbのフレーズが省略され、 PCのみが再現されるQ

(3) 跨もThat dies Liedlein erdachtガ《誰がこの歌を作ったのだろう》

Nは、 Eからレントラーのリズムをそのまま引き継いでいるが、ハーモ

ニーとメロディーの点で前後のディメンションとの対照性がある。豆で

は、歌唱声部のメロディーが変化し、器楽声部に対旋律が置かれる。

(4) 野odie scho冶en1}・'Ompetenblasen <<美しし1トランベットが鳴り響

くところ》

ROで、変化を伴ったP主題が同時に再現される。 S主題の再現後、 Pa

で使われたモティーフがピアノに現れ、新しいフレーズが続く G

(5) Nun seh' ich wohL warum so dunkle Flammen <<し、まわたしには

よくわかる、なぜそんなに暗いまなざしで》

短い中間部は、 Eに支重己的な上行音型で始まるが、すぐにまた、器楽声

部に上行音型が食い込んでRとなる。 2SbはlSaの変化形で、あるが、 lSa

の再現は省かれ、 2SbがlSaの旋律形で、再現される O

(6) Ich bin der野もitabhanden gekommen (<わたしはこの世に忘れら

れ》

Rでは、 Oの官頭モティーフとPaの変化形が現れるが、その後は新しい

フレーズが続く O

2.4第 1部分の楽想展開としての第2部分を持つプロセス :E→ R1 ま

たは z → D 

2.4.1第2部分が第1部分の変形された再現となっているプロセス :E
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→ Rl 

(1) Scheiden und Meiden <<Blj離と忌、避》

P.1PS.2PSの3つの楽想が第2部分で展開的に扱われ、再現の)1摂序も

変わるo "Ade!"のモティーフを髄所に挿入することで、フレーズの引き伸

ばしが行われる。

(2) h百 Lenz ((春に》

P主題は第2部分で移調して再現されるが、 PS主題は大きく変化する。

特に、歌唱声部のメロディーは、 PSaにおいて原形をとどめない。

2.4.2第2部分で第1部分のフレーズがそのまま再現されることはない

が、モティーフを発展させた展開部として続くプロセス :E→ D 

(1) 防 'nterlied<<冬の歌》

2Eでは、ピアノに主旋律が移り、歌は対旋律を担う。 1Dでは、 Paのメ

ロディー・モティーフを中心に、また、 2Dでは、 2Eのピアノに現れる新

フレーズ、nのそティーフを中心に展開される9 後奏は非常に長いD

(2) Ging heut' Morgen uber註Feld ((朝の野辺を歩けば》

間奏を経て1D と 2D~こ至り、 Paのフレーズが展開されるo 1Dの後半に

は新フレーズ1nが現れるo テンポを落とした2Dも、新フレーズ2nによっ

て締め括られるむ

(3) Ich hab' ein gluhend' Messer (<わたしの胞のなかには燃える短剣

が》

テンポを落としたD部分では、 PSaの変化形が反復される。曲の終結に

は、 KTの下降音型が押し潰されたように変形して現れる。

(4) Zu Strasburg a uf der Schanz' (<シュトラスブノレクの砦で》

1Eから3Eまで辻、変奏有節形式をとる。間奏の後、 PaとPものフレー

ズが変化した1D、さらに1Dのピアノ伴奏を受け継ぎながら、 PbとPCの
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フレーズが変化した2Dが続く o

(5) Nicht Wiedersehen <<もう会えなし、》

1Eと2Eは、ほとんど変化のない反復と見なすことができる o D部分で

はPaのフレーズが、リズム構造のみをとどめた形で使われた後、 "Ade!" 

のモティーフが現れる。

2.5変奏有節形式の第1部分と、新しいディメンションの第2部分から

或るプロセス:lE， 2E，…→ N 

(1) Die zwei b1auen Augen <<彼女の 2つの青し、目が》

2Eは、 1EPのモティーフと伴奏が変化した新しいディメンションを形

成している。 2EからNへと切れ呂なく続き、 "Ade!"のモティーフで締め

括られる

(2) Der Tamboursg国0]1 <<少年鼓手》

P主題が 2回変奏された後、第 2部分になる。ここでは、まず器楽声部

で主題が呈示され、歌がそれを繰り返すc 第2部分の2Pには、第 1部分

のPCのフレーズが使われる。

(3) In diesem野らtter<<こんな嵐に》

1Eから4Eまでは、節を追うごとに変奏が進んでし、く O 間奏でテンポを

徐々に落とした後、穏やかな第 2部分となる。

2.6通作形式:Eのみ

(1) Fruhlingsmorgen <<春の顎》

間奏のフレーズの後、 Pの冒頭のモティーフから亘ちにPbとPCのフレー

ズに続く o NKはPbの"Steh'aufl"のモティーフから成る。

(2) Ab~ゐung im Sommer <<夏の交代》
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P.PS.PKは、調性プラン (b・B-b) による対照性が明瞭である。 PK~こは

PbとPcのピアノ声部に使われたモティーフが現れる。

璽.考察とまとめ

本論では、マーラーの歌曲をディメンションごとに観察し、機能的構

造のフ。2セスの観点から分類と論述を行った。以下に、この分類に従っ

て考察を進めるとともに、マーラーの歌曲における f絶え間なく続く発

展j の意味について機能構造の側面からまとめたい。

マーラーの歌曲では、音楽的諸要素の忠実な反復や再現は、ほとんど

起こらない。楽節の単純な反復から成る有節形式の 4曲は、初期の作品

である。これらは、 Pの単一主題のみから成るか、あるいはP主題から派

生したPS主題を併せ持つに過ぎない。したがって 主題関の対比は見ら

れず、機能構造の発展性の余地はないと考えられる。

また、変奏有節形式の《し、たずらな子を... ))と《セレナーデ》の 2

曲においても、器楽声部の変化、調性の変更、メロディーのわずかな変

更にとどまっており 権造的な変化にまでは至っていなし、G

次に、《歩哨の夜の歌》、《無駄な骨折り》、《浮き世の生活》の 3畠は、

節を追うごとにメロディー・モティーフの変奏の幅が広がっていく点で

共通する。また、リュッケルトの詩に基づく《おまえの母さんが》、ま子

供たちは... ))、《わたしの歌を.•. ))、《わたしは快い香りを... ))、《美

しさゆえに.. . ))、および、 2部分構造の第 1部分が変奏有節形式から成

る《少年鼓手》とまこんな嵐に》の第 1部分は、詩節ごとに音楽を反復

させる有節形式の原理を発展させた形態であり、各ディメンションの機

能構造が明確に認められる。その意味で、これらは機能構造としての有

節形式の原理から逸脱していない。この点は、再現の'1要序が逆転する《別
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離と忌避))，こも該当する。

一方、ソナタのプロセスによる《原光弘《ラインの伝説》、《レヴェノレ

ゲ》、および、中央にN部分を持つ《うぬぼれ》は、主題の一部が再現さ

れないため、 3部分構造のバランスが崩れている Q ソナタ・プロセスの

《高い知性への賛美》、まし、ま太揚はこんなに.. ))、ま魚に説教する.• . )) 

もまた、主題の展開部に苦楽上のクライマックスが置かれているD その

ため、主題の原形を示すはずの再現部でも、その形は既に変容している。

(( 3人の天使が.•. >)では、 Eの経過の内に、既に主題は変化しており、

それが再び現れる時には、さらに姿を変えてし、く O

このように、マーラーにおいては、主題労作の舞台は、展開部という

名の構造上のセクションに限定されない。アドルノはこうした様を、「変

奏(Variation)Jに対比される f変形 (Variante)Jの語によって表してし、

る(ADORNO1960:233) 0 r音楽のミクロな脊機体が、主要なゲシュタル

トの、明白かっ大規模な輪郭の只中で、ひっきりなしに変化してゆく j

(ADORNO 1960:234 ;アドルノ 1999:115)。 変形の形態は、ヲュッケ

ノレトの詩による歌曲において、特に明瞭である。これらは一見した所、

原形としての主題とその変奏による、区分性を伴う展開的プロセスとい

うより、むしろ主題の音楽的変異の羅列的プロセスであるかのように思

われる。しかし、実際には、機能構造の存在を前提とした音楽的要素の

変形とし、う操作が行われていた。

ところがその一方で¥マーラーの歌曲には、その前提さえ揺るがす側

面が潜んで、いることも事実である。 2部分構造の第 2部分をDと判断した

《冬の歌》、《朝の野辺を..• ))、《わたしの駒のなかには..• ))、まシュト

ラスブノレク..， ))、《もう会えない》では、いずれも呈示された主題(群)

が第 2部分で大きく変容する。そこでは有節性が影を潜め、既出の素材を

34 



使いながらも音楽は異なる方向性を示す。《わたしの胸のなかには... )> 

の終結部をアドノレノが「崩壊 (Zusammenbruch)J (ADORNO 1960: 194) 

として捉えているのは、このためであろう。ここでは 機能構造を前提

とした反復や再現という原理が変質を来たしていると言えよう。この点

は、 2部分構造の第 2部分をNとした《彼女の 2つの青い自が》、ま少年鼓

手》、《こんな嵐の引こ》、最終節iこ新しいフレーズを置いた《真夜中に》

にも共通した特徴である。

以上の考察から、作曲家自身が「絶え間なく続く発展Jと語った音楽

の実態が二面性を帯びていることが明らかである。すなわち、マーラー

の歌曲は、機能構造の存在の上に成立する、音楽の変形のフ。ロセスとい

う側面と、音楽構造が機能性を有するという前提そのものが変質してい

くプロセスという側面の、 2つの方向から捉えられなければならないc

したがって、 f通作形式J r発展的な構成Jという単純な図式は、マー

ラーにおいては価笹を持たない。

本論では、マーラーの歌曲を音楽的側面に摂定して論述した。歌曲を

担う、もうひとつの重要な要素で、あるテクストの分析と考察を加えるこ

とによって、以上の特徴を改めて検討することが今後の課題である。

注

1) この節はレーヴェについて書かれており、文脈から彼とはレーヴェのことである

と判断できる。

2) 邦訳書、高野 1988では、 f際限ない先への発展j と訳されている。

3) この点はまOMAN1974:158でも、指摘されている。

4) 声楽を{半う《大地の歌》は成立の事情に髭みて交響曲と判断した。また《嘆き

の歌》は、バラードをテクストとしたカンタータとする一般的な分類を支持し、
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「歌曲」の対象から除外した。

5) (<若き Eの歌》第 2・3集は詩集『子供の魔法の角苔』によるどアノ伴奏付歌曲

である。全集版では《若き日の歌》をテキストの性賞に従って、第 1集 Band

XIII 2aと 5に分吋られている。

6) この全集によって、初めて出鼓された。そのため、修士論文の対象からは外れ

ている。

7) BandX III ; 2b 15曲から Essungen drei Engel einen susen Gesangが省

かれているため14曲となる。

8) Liebst du um Schonheitはピアノ伴奏販のみで作曲されているためここには含

まれない。

9) OLTMANNS 1988:29・39では、冒頭の Des-Es-Fから成る 3音モティーフが、

展開されていると解釈している。筆者の修士論文では、中間部の主旋律が新素

材であることを根拠に、ここをN部分としたが、本論ではオルトマンスの解釈を

支持してDに扱う。

10) [表 11では、 ABC式の表示を併用した。

11) ROMAN 1974:162・163でも"Arch Form"を形式分類の一つの型としている。
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